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概要
病理検査における基礎的な手技や病理組織学の基礎的事項、
日常業務に必要な知識を問うフォトサーベイを実施した。

実施項目
フォトサーベイ 10問

参加施設数
57施設

評価基準
設問1～10について評価し、正解をA、不正解をDと設定した。



正解および調査結果
設問 正解 正解率

設問1 ①組織の変形が起こらないように

ゴム板に虫ピン等で張り付ける。
100％

設問2 ③200～300ｇ 96.5％

設問3 ④Ｄ 100％

設問4 ③面出し不足 100％

設問5 ③Ｄ2-40 94.7％

設問6 ③Ｃ 91.2％

設問7 ②Hodgkin’s lymphoma 100％

設問8 ②組織Ｂのみが遺伝子変異解析に

適している。
94.6％

設問9 ⑤採取臓器の取り違えの可能性が

ある為、依頼医に確認する。
96.4％

設問10 ①試薬Ａのみが劇物である。 98.2％



設問6 グロコット染色のメセナミン銀反応時の写真です。反応停止をするタイミングとして最も適切なものを選択
してください。

A 対物×10 B 対物×10 C 対物×10

C 対物×40B 対物×40A 対物×40

＊名古屋市立大学病院 より提供



① A ② B ③ C ④ D ⑤ E

D 対物×10 E 対物×10

D 対物×40 E 対物×40

＊名古屋市立大学病院 より提供



回答結果

回答数 回答率

① A 2 3.5%

② B 2 3.5%

③ C 52 91.2%

⑤ E 1 1.8%

3.5%
3.5%

91.2%

1.8%

回答率

①A ②B ③C ⑤E



A 対物×10

背景まで共染している

A 対物×40

菌体まで黒褐色に染まっている

ライトグリーン染色後

標本全体が黒褐色に染色されている
＊名古屋市立大学病院 より提供



B 対物×10 B 対物×40
ライトグリーン染色後

背景は共染していない 菌壁の染色が薄い菌壁の染色が薄い
＊名古屋市立大学病院 より提供



C 対物×10 C 対物×40

ライトグリーン染色後

背景は共染していない 菌壁のみ染まっているライトグリーン染色とのコントラストが良好
＊名古屋市立大学病院 より提供



D 対物×10 D 対物×40
ライトグリーン染色後

背景、菌壁ともに染まっていない菌壁が確認できない
＊名古屋市立大学病院 より提供



E 対物×10 E 対物×40

背景は共染していない 一部の菌のみの菌壁が染まっている

ライトグリーン染色後

菌壁の染色にムラがある
＊名古屋市立大学病院 より提供



設問8 肺腺癌と診断されたH.E染色の写真です。EGFR遺伝子変異解析検査に最も適した組織を選択してください。

① 組織Aのみが遺伝子変異解析に適している。

② 組織Bのみが遺伝子変異解析に適している。③ 組織Cのみが遺伝子変異解析に適している。

④ 全ての組織が遺伝子変異解析に適している。⑤ 全ての組織が遺伝子変異解析に適していない。

組織A 対物×10

組織A 対物×40

組織B 対物×10

組織B 対物×40 組織C 対物×40

組織C 対物×10



回答結果

回答数 回答率

① 組織Aのみが遺伝子変異解析に適している。 1 1.8%

② 組織Bのみが遺伝子変異解析に適している。 54 94.7%

③ 組織Cのみが遺伝子変異解析に適している。 1 1.8%

⑤ 全ての組織が遺伝子変異解析に適していない。 1 1.8%

1.8%

94.7%

1.8%

1.8%回答率

① 組織Aのみが遺伝子変異解析に適している。

② 組織Bのみが遺伝子変異解析に適している。

③ 組織Cのみが遺伝子 変異解析に適している。

⑤ 全ての組織が遺伝子 変異解析に適していない。



＊日本肺癌学会HP
肺癌患者におけるEGFR遺伝子変異検査の手引き より引用



組織A

瘢痕組織

腫瘍細胞

・大部分が瘢痕組織であり腫瘍細胞割合が20%
未満である。

・遺伝子検査用に追加薄切を行うと、腫瘍細胞割合
が、さらに減少する。
最悪の場合、消失してしまう可能性がある。

遺伝子変異検査に不適



腫瘍細胞組織B

リンパ球

腫瘍細胞数：935個

腫瘍細胞以外の細胞数：1318個

腫瘍細胞割合：41.5%
（カットオフ値：＞20%）

遺伝子変異検査に適した組織

(対物×40の写真における精度管理担当者および分担者の計5名の計測平均値)

＊

＊

＊



組織C

正常の肺組織のみで腫瘍細胞はみられない

遺伝子変異検査に不適



設問9 内視鏡室より提出された病理依頼書と生検組織のH.E染色の写真です。病理技師の対応として最も適切な
ものを選択してください。

① 問題なく標本作製が完了しているので病理医へ提出する。

② 切片が厚く病理診断に支障をきたす為、再度標本作製を行う 。

③ 癌が疑われる為、依頼医に連絡する。

④ 癌が疑われる為、免疫染色を行う。

⑤ 採取臓器の取り違えの可能性がある為、依頼医に確認する。

病理依頼書 H.E染色 対物×10



回答結果

回答数 回答率

① 問題なく標本作製が完了しているので病理医へ提出する。 1 1.8%

③ 癌が疑われる為、依頼医に連絡する。 1 1.8%

⑤ 採取臓器の取り違えの可能性がある為、依頼医に確認する。 55 96.5%

1.8% 1.8%

96.5%

回答率

① 問題なく標本作製が完了しているので病理医へ提出する。

③ 癌が疑われる為、依頼医に連絡する。

⑤ 採取臓器の取り違えの可能性がある為、依頼医に確認する。



円柱上皮

病理依頼書の臓器名に食道と記載されている

H.E染色 対物×10

食道のH.E染色
重層扁平上皮



・設問のH.E染色の写真は、円柱上皮で構成される組織である。
・食道は、重層扁平上皮で構成される組織である。

設問のH.E染色の組織 ≠ 食道

病理依頼書の臓器と、設問のH.E染色の組織が一致しない。

採取臓器の取り違えの可能性があるため、依頼医に確認する。



まとめ

今回の精度管理調査では、日常業務に直結するフォトサーベイを実施した。

すべての設問において、正解率が90%以上となり良好な結果であった。

フォトサーベイの精度管理調査は、病理検査の精度保証を確立する方法で重要な
役割を果たしているため、今後も継続的な調査が必要である。

良好な病理組織標本が無ければ、正確な病理診断を行うことができないため、
病理組織学の知識と検査技術の向上が求められる。

設問6の特殊染色に関する内容が最も正解率が低かった。原因としては、自施設での
染色実績やグロコット染色の染色態度における施設間差が考えられる。
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